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連 結 注 記 表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（1）連結の範囲に関する事項

連結子会社の状況
・連結子会社の数 ３社
・連結子会社の名称 大連明日星科技有限公司

AsReader,Inc.
株式会社自動レジ研究所

(連結範囲の変更)
従来、連結子会社でありましたAsReader Europe B.V.は2023年６月に清算結了したた

め、連結の範囲から除外しております。なお、清算までの損益計算書は連結しております。
また、株式会社自動レジ研究所については、当連結会計年度において新たに設立したため、

連結の範囲に含めております。

（2）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、大連明日星科技有限公司、AsReader,Inc.の決算日は、12月31日であり、

当該連結子会社の決算日に係る計算書類を使用しております。連結計算書類の作成にあたっては、
６月末日の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調
整を行っております。
その他の連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

（3）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
ⅰ その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの 連結決算日の市場価格等に基づく時価法を採用してお

ります。（評価差額は全部純資産直入法により処理し、
売却原価は移動平均法により算出しております。）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
なお、市場価格のない有価証券については、１株当た
りの純資産額と取得原価を比較して１株当たり純資産
額が50％を下回っている場合に減損処理の要否を検
討しておりますが、将来の超過収益力等を反映した価
額を実質価額とすることが合理的と判断される場合に
は、当該金額を純資産額に代えて減損処理の要否を検
討しております。

ⅱ 棚卸資産
・商品、製品、原材料 移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の

低下による簿価切下げの方法による算定)
・貯蔵品 最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額は収益

性の低下による簿価切下げの方法による算定)
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
ⅰ 有形固定資産 主として定率法を採用しております。但し、建物なら

びに2016年４月以降に取得した建物附属設備及び構
築物につきましては、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 50年
建物附属設備 ８～17年
構築物 15～20年
工具器具備品 ２～10年

ⅱ 無形固定資産 定額法を採用しております。ソフトウエアについて
は、市場販売目的のソフトウエアは、見込販売期間
（３年以内）に基づく定額法、自社利用のソフトウエ
アは、見込利用可能期間（５年以内）に基づく定額法
を採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準
ⅰ 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権
については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込
額を計上しております。

ⅱ 賞与引当金 従業員に対する賞与支給に備えるため、賞与支給見込
額のうち当連結会計年度負担額を計上しております。

ⅲ 製品保証引当金 販売した製品の保証期間内に発生する費用の支出に備
えるため、過年度の実績に基づいた見積額を計上して
おります。

ⅳ 受注損失引当金 ソフトウエア受託開発において、その制作途上で損失
が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることが
できる契約について、損失見込額を計上しておりま
す。
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④ 重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義
務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとお
りであります。いずれについても取引の対価は履行義務を充足してから主として1年以内に受
領しているため、重要な金融要素は含んでおりません。また、対価の金額が変動しうる重要な
変動対価はありません。
ⅰ 製品の販売

AsReader事業においては、主にバーコードリーダー、RFIDリーダー／ライター、赤外
線通信装置とその附属品の製造及び販売を行っております。このような製品の販売につい
ては、顧客に製品をそれぞれ出荷した時点で収益を認識しております。
ⅱ 工事契約

システムインテグレーション事業においては、主に顧客との請負契約により顧客仕様の
システム開発を行っております。このようなシステム開発については、開発の進捗により
履行義務が充足されていくものと判断しており、一定の期間にわたり充足される履行義務
として、ごく短い期間にわたり充足される履行義務を除き、履行義務の充足に係る進捗度
を見積り、当該進捗度に基づき収益を認識しております。履行義務の充足に係る進捗度の
見積りは、予想される開発原価総額に占める発生した開発原価の割合に基づいておりま
す。また、ごく短い期間にわたり充足される履行義務については、完全に履行義務を充足
した時点で収益を認識しております。
ⅲ 保守サービス

当社及び連結子会社が顧客に提供した製品やシステムに関する保守サービスを提供して
おります。このような保守サービスについては、顧客に役務を提供した時点で収益を認識
しております。

⑤ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益と

して処理しております。
なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、

収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算
調整勘定に含めて計上しております。
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２．会計上の見積りに関する注記
当連結計算書類の作成にあたり、当社グループが行った重要な会計上の見積り及び使用した仮定は
次のとおりです。見積りの基礎となる仮定は継続的に見直しています。見積りの変更による影響は、
見積りを変更した期間及び将来の期間において認識しています。なお、これらの見積り及び仮定に関
する不確実性により、将来の期間において資産又は負債の帳簿価額に対して重要な修正が求められる
結果となる可能性があります。

（1）棚卸資産の評価
当社グループは、当連結会計年度において、連結貸借対照表上、棚卸資産を679,675千円計

上しております。そのうち商品及び製品は646,343千円であり、商品評価減85,873千円が控除
された金額です。他方、原材料及び貯蔵品は33,332千円であり、原材料及び貯蔵品に係る評価
減が55千円控除された金額です。
（算出方法）

棚卸資産の評価方法は、主として移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法により算定)を採用しています。

（主要な仮定）
当該棚卸資産の評価方法は、過去の販売実績に基づく在庫回転率や市場の状況などに着目し、

将来の販売計画の実現可能性を見積もっており、主要な仮定に該当すると判断しております。
（翌年度以降への影響）

当社グループの事業においては、製品のライフサイクルが比較的短いことから、製品の販売可
能性について不確実性を伴います。正味売却価額が想定よりも下回った場合あるいは、過去に評
価減を計上した商品が販売計画を上回って販売された場合、一定の在庫回転率まで低下した場合
には、棚卸資産の期末残高及び売上原価に影響を及ぼします。

（2）繰延税金資産
当社グループは、当連結会計年度末において、連結貸借対照表上、繰延税金資産を67,243千

円計上しています。
（算出方法）

当社グループでは繰延税金資産の回収可能性について毎期検討を行っております。当社グルー
プの繰延税金資産の回収可能額は、将来の課税所得の予測に大きく依存しておりますが、課税所
得の予測は将来の事業環境や当社グループの事業活動の推移、その他の要因により変化します。

（主要な仮定）
当連結会計年度末における繰延税金資産の回収可能性の検討においては、過去３年実績及び当

連結会計年度の経営成績や、中期計画（３ヶ年）を総合的に勘案し、企業会計基準適用指針第
26号「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」に定められた要件に基づき当社及び連結
子会社を分類しております。その上で、当社グループの将来の業績に与える影響を客観的に予測
することは困難であるため、翌連結会計年度の１年間の課税所得を見積るとともに、各会社の分
類に応じて中期計画の実現可能性を勘案した上で一時差異の解消時期をスケジューリングし、繰
延税金資産の回収可能性を判断しております。
将来の課税所得の見積り及び将来減算一時差異のスケジューリングは、繰延税金資産の回収可

能性を見積る上での主要な仮定に該当すると判断しております。
課税所得の見積りの際に使用した中期計画は、販売戦略を考慮して見積られた将来の売上予測

や過去実績を踏まえた営業利益率に基づいております。
（翌年度以降への影響）

当該見積りについて、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、翌
連結会計年度以降の連結計算書類において認識する繰延税金資産及び法人税等調整額の金額に影
響を与える可能性があります。
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３．連結貸借対照表に関する注記
（1）売掛金及び契約資産のうち、顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額は、次のとおりで

あります。
売掛金 202,900千円
契約資産 64,640千円

（2）当座貸越契約
当社は、運転資金の効率的かつ安定的な調達を行うため、取引銀行７行と当座貸越契約を締結
しております。これらの契約に基づく連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残
高等は次のとおりであります。
当座貸越極度額 1,150,000千円
借入実行残高 460,000千円
差引額 690,000千円

４．連結損益計算書に関する注記
（1）通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下げ額

売上原価 25,513千円

（2）一般管理費に含まれる研究開発費の総額
一般管理費 12,951千円

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
期末の株式数

普通株式 7,055,400株 54,000株 －株 7,109,400株
（注） 発行済株式数の総数の増加は、次によるものです。

新株予約権の行使に伴う増加 54,000株

（2）自己株式の種類及び株式数に関する事項
該当事項はありません。

（3）剰余金の配当に関する事項
当連結会計年度中の剰余金の配当及び当連結会計年度末日後に行う配当の予定はありません。

（4）当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）に関する
事項

2015年４月20日
取締役会決議分

2016年10月１日
取締役会決議分

2018年12月28日
取締役会決議分

2021年１月５日
取締役会決議分

目的となる株式の種類 普通株式 普通株式 普通株式 普通株式
目的となる株式の数 47,400株 20,000株 28,000株 132,000株
新株予約権の残高 11,850個 5,000個 7,000個 33,000個
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６．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

資金運用については、短期的な預金等に限定しており、余剰資金は安全性の高い金融資産で運
用しております。デリバティブは、投機的な取引を行わない方針であります。設備投資及び短期
的な運転資金を銀行等金融機関からの借入れにより調達しております。

② 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
当該リスクに関しては、当社の与信管理規程及びグループ会社販売及び売掛債権管理規程に従

い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに主な取引先の状況を定期的にモニタリン
グし、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
連結子会社についても、当社のグループ会社販売及び売掛債権管理規程に準じて、同様の管理

を行っております。
営業債務である買掛金及び未払金は、１年以内の支払期日であります。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
ⅰ 信用リスクの管理

与信管理規程に従い、取引先ごとに設定した与信限度額を販売管理システムに登録し、シス
テムへの受注等登録が与信残を超えて登録ができないようにし、管理しております。
また、全取引先に対して１年ごとに信用調査会社の評点を取得し、与信限度額の見直しを図

っております。

ⅱ 市場リスクの管理
定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、保有状況を継続的に見直しております。

ⅲ 資金調達に係る流動性リスク
各事業部・室が作成した販売計画・仕入計画をもとに、管理統括室経営管理セクションが適

時に資金繰計画を作成・更新することにより、流動性リスクを管理しております。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定さ

れた価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異な
る前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：千円）
連結貸借対照表
計上額 時価 差額

投資有価証券 ※ － － －
資産計 － － －
※ 以下の市場価格のない株式等は、観察可能な市場価格がなく、「投資有価証券」には含まれてお
りません。当該市場価格のない株式等の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

（単位：千円）
区分 当連結会計年度

非上場株式 205,250
(注) 「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳

簿価格に近似するものであることから、記載を省略しております。「売掛金及び契約資産」「買
掛金」「短期借入金」「契約負債」「未払金」「未払法人税等」は短期間で決済されるため時価が
帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（3）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つ
のレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成され

る当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した
時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の
時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット
がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して
おります。

① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
該当事項はございません。

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
該当事項はございません。
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７．賃貸等不動産に関する注記
(1)賃貸等不動産の状況に関する事項
当社グループは、大阪市において、賃貸用の住居を有しております。
(2)賃貸等不動産の時価に関する事項
2023年８月期における当該賃貸用不動産の連結貸借対照表計上額及び時価は、次のとおりであり
ます。

(千円)
連結貸借対照表計上額 時価

184,283 180,016
(注)１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて社外の不動産鑑定士が算
定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。

８．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 272円16銭
（2）１株当たり当期純損失(△) △24円01銭

９．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

報告セグメント
合計

AsReader事業
システムインテグレ
ーション事業

賃貸事業

日本 1,114,757 404,656 － 1,519,413

米国 224,940 － － 224,940

その他 4,909 5,060 － 9,970
顧客との契約から
生じる収益 1,344,608 409,716 － 1,754,324

その他の収益 － － 5,526 5,526

外部顧客への売上高 1,344,608 409,716 5,526 1,759,851

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な
事項に関する注記等（3）会計方針に関する事項④重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとお
りであります。
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（3）顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係ならび
に当連結会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込ま
れる収益の金額及び時期に関する情報

① 契約資産及び契約負債の残高等
（単位：千円）

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 261,649
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 202,900
契約資産（期首残高） 67,026
契約資産（期末残高） 64,640
契約負債（期首残高） 53,619
契約負債（期末残高） 32,474
契約負債は、主にAsReaderの販売に関する前受金、デジタルコンテンツ事業及びその他事業のライ
センス取引に係る顧客からの前受金に関するものであります。

② 残存履行義務に配分した取引価格
残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりで
あります。

（単位：千円）
当連結会計年度

１年以内 15,167
１年超２年以内 10,436
２年超３年以内 4,714
３年超 2,156
合計 32,474
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法
ⅰ 子会社株式 移動平均法による原価法
ⅱ その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算出しております。）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
なお、市場価格のない有価証券については、１株当た
りの純資産額と取得原価を比較して１株当たり純資産
額が50％を下回っている場合に減損処理の要否を検
討しておりますが、将来の超過収益力等を反映した価
額を実質価額とすることが合理的と判断される場合に
は、当該金額を純資産額に代えて減損処理の要否を検
討しております。

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法
ⅰ 商品、製品、原材料 移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の

低下による簿価切下げの方法による算定)
ⅱ 貯蔵品 最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額は収益

性の低下による簿価切下げの方法による算定)

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 定率法を採用しております。但し、建物、2016年４

月以降に取得した建物附属設備及び構築物につきまし
ては、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 50年
建物附属設備 ８～17年
構築物 15～20年
工具器具備品 ２～10年

② 無形固定資産 定額法を採用しております。ソフトウエアについて
は、市場販売目的のソフトウエアは、見込販売期間
（３年以内）に基づく定額法、自社利用のソフトウエ
アは、見込利用可能期間（５年以内）に基づく定額法
を採用しております。

（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権
については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込
額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員に対する賞与支給に備えるため、賞与支給見込
額のうち当事業年度負担額を計上しております。
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③ 製品保証引当金 販売した製品の保証期間内に発生する費用の支出に備
えるため、過年度の実績に基づいた見積額を計上して
おります。

④ 受注損失引当金 ソフトウエア受託開発において、その制作途上で損失
が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることが
できる契約について、損失見込額を計上しておりま
す。

（4）重要な収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履

行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。いずれに
ついても取引の対価は履行義務を充足してから主として1年以内に受領しているため、重要な金融
要素は含んでおりません。また、対価の金額が変動しうる重要な変動対価はありません。
①製品の販売
AsReader事業においては、主にバーコードリーダー、RFIDリーダー／ライター、赤外線通信

装置とその附属品の製造及び販売を行っております。このような製品の販売については、顧客に
製品をそれぞれ出荷した時点で収益を認識しております。
②工事契約
システムインテグレーション事業においては、主に顧客との請負契約により顧客仕様のシステ

ム開発を行っております。このようなシステム開発については、開発の進捗により履行義務が充
足されていくものと判断しており、一定の期間にわたり充足される履行義務として、ごく短い期
間にわたり充足される履行義務を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基
づき収益を認識しております。履行義務の充足に係る進捗度の見積りは、予想される開発原価総
額に占める発生した開発原価の割合に基づいております。また、ごく短い期間にわたり充足され
る履行義務については、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
③保守サービス
当社が顧客に提供した製品やシステムに関する保守サービスを提供しております。このような

保守サービスについては、顧客に役務を提供した時点で収益を認識しております。

（5）その他計算書類の作成のための重要な事項
重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処
理しております。
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２．会計上の見積りに関する注記
当社は、計算書類の作成にあたり、当社が行った重要な会計上の見積り及び使用した仮定は次のと
おりです。見積りの基礎となる仮定は継続的に見直しております。見積りの変更による影響は、見積
りを変更した期間及び将来の期間において認識しています。なお、これらの見積り及び仮定に関する
不確実性により、将来の期間において資産又は負債の帳簿価額に対して重要な修正が求められる結果
となる可能性があります。

① 棚卸資産の評価
当社は、当事業年度において、貸借対照表上、棚卸資産を653,940千円計上しております。

そのうち商品及び製品は620,607千円であり、商品評価減85,873千円が控除された金額です。
他方、原材料及び貯蔵品は33,332千円であり、原材料及び貯蔵品に係る評価減が55千円控除さ
れた金額です。

（算出方法）
棚卸資産の評価方法は、主として移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定)を採用しています。
（主要な仮定）

当該棚卸資産の評価方法は、過去の販売実績に基づく在庫回転率や市場の状況などに着目し、
将来の販売計画の実現可能性を見積もっており、主要な仮定に該当すると判断しております。
（翌年度以降への影響）

当社の事業においては、製品のライフサイクルが比較的短いことから、製品の販売可能性につ
いて不確実性を伴います。正味売却価額が想定よりも下回った場合あるいは、過去に評価減を計
上した商品が販売計画を上回って販売された場合、一定の在庫回転率まで低下した場合には、棚
卸資産の期末残高及び売上原価に影響を及ぼします。

② 繰延税金資産
当社は、当事業年度末において、貸借対照表上、繰延税金資産を65,177千円計上しております。
（算出方法）

当社では繰延税金資産の回収可能性について毎期検討を行っております。当社の繰延税金資産
の回収可能額は、将来の課税所得の予測に大きく依存しておりますが、課税所得の予測は将来の
事業環境や当社の事業活動の推移、その他の要因により変化します。
（主要な仮定）

当事業年度末における繰延税金資産の回収可能性の検討においては、過去３年実績及び当事業
年度の経営成績や、中期計画（３ヶ年）を総合的に勘案し、企業会計基準適用指針第26号「繰
延税金資産の回収可能性に関する適用指針」に定められた要件に基づき分類しております。その
上で、当社の将来の業績に与える影響を客観的に予測することは困難であるため、翌事業年度の
１年間の課税所得を見積るとともに、分類に応じて中期計画の実現可能性を勘案した上で一時差
異の解消時期をスケジューリングし、繰延税金資産の回収可能性を判断しております。
将来の課税所得の見積り及び将来減算一時差異のスケジューリングは、繰延税金資産の回収可

能性を見積る上での主要な仮定に該当すると判断しております。
課税所得の見積りの際に使用した中期計画は、販売戦略を考慮して見積られた将来の売上予測

や過去実績を踏まえた営業利益率に基づいております。
（翌年度以降への影響）

当該見積りについて、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、翌
事業年度以降の計算書類において認識する繰延税金資産及び法人税等調整額の金額に影響を与え
る可能性があります。
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３．貸借対照表に関する注記
（1）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

金銭債権 256,019千円
金銭債務 17,810千円

（2）当座貸越契約
当社は、運転資金の効率的かつ安定的な調達を行うため、取引銀行７行と当座貸越契約を締結し
ております。これらの契約に基づく当事業年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高等は
次のとおりであります。
当座貸越極度額 1,150,000千円
借入実行残高 460,000千円
差引額 690,000千円

４．損益計算書に関する注記
（1）関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 143,819千円
仕入高 59,584千円
製造原価 12,367千円
販売費及び一般管理費 96,376千円
営業取引以外の取引高 1,392千円

（2）通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下げ額
売上原価 25,513千円

５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産 （千円）
税務上の繰越欠損金 55,457
子会社出資金 1,796
貸倒引当金 36,344
棚卸資産 26,294
未払事業税 267
賞与引当金 14,085
製品保証引当金 2,765
その他 1,245
繰延税金資産小計 138,256
税 務 上 の 繰 越 欠 損 金 に 係 る 評 価 性 引 当 額 △33,386
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額（注） △37,783
繰延税金資産合計 67,087
繰延税金負債
資産除去債務に対応する除却費用 283
求償債権 1,626
繰延税金負債合計 1,909
繰延税金資産の純額 65,177
（注）前事業年度末と比較して評価性引当額が36,725千円増加しております。主な理由は、税務上の繰越欠損

金に係る繰延税金資産が増加したことによるものであります。
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６．関連当事者との取引に関する注記
（1）子会社及び関連会社等

（単位：千円）

種類 会社等の名称
議決権等の
所有(被所有)
割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 AsReader,Inc. 所有
直接100％

商品の販売(注１)
役員の兼任

商品の販売
貸倒引当金繰入額

143,424
94,023

売掛金
貸倒
引当金

241,592
115,137

子会社 大連明日星科技
有限公司

所有
直接100％

固定資産の購入
(注１)
開発の委託(注１)
役員の兼任

商品の販売
固定資産の購入
仕入高
製造原価
支払手数料
研究開発費

3,389
67,470
59,584
12,367
80,125
13,398

買掛金 17,810

子会社
AsReader
Europe B.V.
(注)３

所有
直接100％

商品の販売(注１)
資金の貸付(注２)
役員の兼任

商品の販売
資金の貸付
利息の受取
貸倒損失

△2,994
8,922
1,376
41,589

－ －

子会社 株式会社自動レ
ジ研究所

所有
直接100％

商品の販売(注１)
資金の貸付(注２)
役員の兼任

資金の貸付
利息の受取
貸倒引当金繰入額

10,000
15

1,067

貸付金
貸倒
引当金

10,000
1,067

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注)１．価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して交渉の上、決定しております。
(注)２．資金の貸付については、市場金利を勘案して交渉の上、決定しております。

なお、担保は受け入れておりません。
(注)３．AsReader Europe B.V.は2023年6月30日付で解散いたしました。

（2）役員
（単位：千円）

種類 氏名
議決権等の
所有(被所有)
割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(注２） 科目 期末残高

役員 山本 和矢 － 当社取締役 新株予約権の権利
行使（注）１ 2,300 － －

役員 辻本 希世士 － 当社取締役 新株予約権の権利
行使（注）１ 2,300 － －

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注)１．2021年１月５日の決議に基づき付与された新株予約権の当事業年度における権利行使を記載しております。
(注)２．取引金額は、当事業年度における新株予約権の権利行使による付与株式数に行使時の払込金額を乗じた金額

を記載しております。
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７．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 263円84銭
（2）１株当たり当期純損失(△) △23円70銭

８．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表 ９．収益認識に関する注記」に同一の内

容を記載しているので、注記を省略しております。
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